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ラッシュメモリ用の設備投資が中心となり、売上を大きく牽引してくれました。また地域別 方、

2007年にはメモリ製品の需給バランスが崩れ、設備発注が減速し始めましたが、充分な受注残

が確保されていたために、目標としていた売上高をクリアすることができました。対照的に、フラット・パネル・

ディた、ミ囅 ）製造装置部門の売上は低調な期となりましたが、年度後半から受注が急回復し、2009年3

月期の売上として貢献することになります。これらの結果、年初目標とした売上高9,000億円を憎 縛

り下がりするのが半導体、

FPD製造装置市場の性質ですので、経費は抑制しながら、次の成

長期により大き䐈♯大辻 制て下が で成に きに きにに ㎈に ㎈に覷㎈に鋝㎈ににに制 てらにに覍㎈に き∵囲に が ł に に㬢き に 成∵ガめ、主力






